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およびその製造方法；出願人：旭硝子株式会社；出願日：2012年 12月 21日 

 

１６． 特願 2012-280153；発明者：矢島知子、野上栄美子、山本今日子；発明の名称：含フッ素化合物

およびその製造方法；出願人：旭硝子株式会社；出願日：2012年 12月 21日 

 

１７． 特許第 5902575号；特願 2012-161056；発明者：矢島知子、杉浦奈奈、香川巧；発明の名称：光



   

学活性含フッ素アミン化合物の製造方法および光学活性含フッ素アミン化合物；出願人：国立大

学法人お茶の水女子大学、東ソー・エフテック株式会社；出願日：2012年 7月 20日；登録日：

2016年 3月 18日 

 

１８． 特許第 5874744号；特願 2012-033156；国際出願番号；JP2013122173：発明者：矢島知子、山本

今日子；発明の名称：含フッ素芳香族化合物およびその製造方法；出願人：国立大学法人お茶の

水女子大学、旭硝子株式会社；出願日：2012年 2月 17日；登録日：2016年 1月 29日 

 

１９． 特許第 5591556 号；特願 2010-29042；発明者：矢島知子、山口佳菜子；発明の名称：新規含フ

ッ素アクリル酸エステル誘導体及びその製造方法；出願人：国立大学法人お茶の水女子大学、東

ソー・エフテック株式会社；出願日：2010年 2月 12日；登録日：2014年 8月 8日 

 

２０． 特許第 5620117 号；特願 2010-29041；発明者：矢島知子、山口佳菜子、永野肇; 発明の名称：

パーフルオロアルキル基含有化合物の製造方法；出願人：国立大学法人お茶の水女子大学、東ソ

ー・エフテック株式会社；出願日：2010年 2月 12日；登録日：2014年 9月 26日 

 

２１． 特許第 5198220号；特願 2008-290701；発明者：矢島知子、殿井貴之、永野肇、三上幸一; 発明

の名称：アミノ酸誘導体の製造方法；出願人：東ソー・エフテック株式会社；出願日：2008 年

11月 21日；登録日：2013年 2月 15日 

 

２２． 特願平 08-051836；公開番号：平 09-241343；発明者：三上幸一、大澤紋子、矢島知子、寺田眞

浩; 発明の名称：フロラールおよびクロラールの重合反応生成物の製造方法；出願人：セントラ

ル硝子株式会社；出願日：1996年 3月 8日；公開日：1997年 9月 16日 

 

２３． 特許第 2730611号；特願平 05-050745；公開番号：平 06-263684；発明者：三上幸一、矢島知子、

松川覚、寺田眞浩、丸田順道; 発明の名称：光学活性なハロゲン化ヒドロキシカルボニル類の製

造方法；出願人：セントラル硝子株式会社；出願日：1993 年 3 月 11 日；公開日：1994 年 9 月

20日 

 

２４． 特願平 05-050744；公開番号：平 06-263652；発明者：三上幸一、矢島知子、松川覚、寺田眞浩、

丸田順道; 発明の名称：光学活性なハロゲン化ヒドロキシオレフィン類の製造方法；出願人：セ

ントラル硝子株式会社；出願日：1993年 3月 11日；公開日：1994年 9月 20日 

 

 

 

[受賞・表彰] 

１． 市村学術賞 貢献賞（（公財）新技術開発財団、第 49回）、2016年、「光ラジカル反応を基盤とす

る含フッ素有機化合物の合成法の開発」 

 

２． 保井・黒田奨学金（お茶の水女子大学）、2003年 

 

３． 手島記念博士論文賞（（財）手島工業教育資金団）、1998年「フルオラール－エン反応の不斉触媒

化と反強誘電性液晶材料への展開」 

 

 

[学生の発表賞] 

 

１． 第 40 回フッ素化学討論会 優秀ポスター賞 「キラルアミンを用いたエナミンへのエナンチオ



   

選択的可視光ペルフルオロアルキル化反応の開発」（55 件中 2 件）村瀬真央 

 

２． 第 112 回有機合成シンポジウム ポスター発表優秀賞「有機触媒による金属を用いない可視光ペ

ルフルオロアルキル化反応の開発」（55 件中 4 件）重永皐月 

 

３． 第 9 回有機触媒 優秀ポスター賞（H28 新学術領域「有機分子触媒））「可視光ヒドロペルフル

オロアルキル化反応と付随する THF の反応」（37 件中 5 件）重永皐月 

 

４． 第 39 回フッ素討論会 優秀ポスター賞（2016 年 日本フッ素化学会）「有機触媒による臭化ペ

ルフルオロアルキルを用いた可視光ペルフルオロアルキル化反応の開発」（５４件中２件）重永

皐月 

 

５． 第６回フッ素化学若手の会 最優秀ポスター賞（2016年 日本フッ素化学会）「光反応による親

水性含フッ素ポリマーの合成」（３２件中１件）中村早希 

 

６． 第 38回フッ素化学討論会 優秀ポスター賞（2015年 日本フッ素化学会）「有機色素を触媒とす

る末端オレフィンへの可視光ヨウ化ペルフルオロアルキル化反応」池上真子 

 

７． 第３回 CSJ 化学フェスタ 優秀ポスター発表賞（2013 年 日本化学会）「９－メチルアントラセ

ンへの光ラジカルペルフルオロアルキル化」野上栄美子 

 

８． 第３回 CSJ化学フェスタ 優秀ポスター発表賞（2013年 日本化学会）「F3TBSIへの立体選択的

ラジカル付加反応による含フッ素ラクタムの合成」杉浦奈奈 

 

９． 第２回 CSJ化学フェスタ 優秀ポスター発表賞（2012年 日本化学会）「F3TBSIに対する立体選

択的ラジカル付加反応の開発」杉浦奈奈 

 

１０． 第２回フッ素化学若手の会 最優秀ポスター賞（2012年 日本フッ素化学会）「光ラジカル付加

反応を用いた新規含フッ素高分子化合物の合成と物性」新免愛美 

 

１１． 第１回 CSJ化学フェスタ 優秀ポスター発表賞（2011年 日本化学会）「トリクロロシロキシ基

を用いたラジカル付加反応の立体制御」眞鍋直子 

 

１２． 日本フッ素化学会 最優秀ポスター賞（2009年 日本フッ素化学会）「電子不足オレフィンへの

ヒドロペルフルオロアルキル化反応の開発」山口佳菜子 

 

１３． ヨウ素学会シンポジウム ポスター賞（2007年 ヨウ素学会）「ヨウ素効率のよい、連続したラ

ジカル付加反応の開発」山口佳菜子 

 

 


